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（所属 または ご自宅 の住所を記入・自宅の場合は右欄に○をする）
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平成２８年度  「Booklet 信教」 年間購読申込書 お申込日：平成 28 年　    月         日 

［その他・お願い］  記入欄が足りない場合は本申込書をコピーしてご利用ください。
　　　　　　　　  県内の公立小・中・特別支援学校には校用として各号１部～２部贈呈させていただきますので、学校としての申し込みの必要はありません。

［個人情報の取り扱いについて］本申込書に記載される個人情報は、『公益社団法人信濃教育会個人情報管理規程・個人情報保護に関する方針』に基づき、「Booklet 信教」購読に
関する手続きのために使用するものであり、その他での使用は一切ありません。

平成 27 年度購読者も
　　　改めてお申し込みください！

「Booklet 信教」とは
県内 4 地区で行われる “ 全県研究大会 ”
の実践を中心にまとめた、信濃教育会
が発行する教育情報誌。毎号、県内の
公立小・中・特別支援学校に無料で配
本。個人購読やバックナンバーのご注
文は随時受付中！！

発　行　月
第１期 ：平成 28 年４月～８月
第２期 ：平成 29 年１月～３月

＊各月１冊／年８回の発行

学校でもご自宅でもご希望に合わせた
所へお届けします。申込書に希望のお
届け先をご記入ください。

お 届 け 先

◇年間購読お申し込み方法：
申込書を FAX 等で信濃教育会研究調査
部へお送りください。

◇年間購読料：2,400 円 ＊送料 信教負担
　　　　（１冊 300 円×８冊）

◇お支払い方法：給与控除（11 月）
（控除不可の際は振込用紙送付）

◇バックナンバー購入方法：
電話・FAX 等で希望の号数と冊数をお知
らせください。お支払い用の振込用紙と
合わせて送付します。

お申し込み・お支払い
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＊全県研究大会の様子がわかりやす
　くまとめられています。

＊先生方の実践を知り、元気と意欲
　が湧いてきます。　

＊実践報告など、身近に感じられる
　ものもあり、自分でも生かすこと
　ができそうです。

＊興味のあるところや自分の教科に
　関係するところに目を通すだけで
　も、とてもよい研修になります。

＊自分の能力向上のために今後も参
　考にしていきたいです。

＊Ａ４版で図や写真も多く、気軽に
　読むことができます。

TEL：026-232-2258 FAX ：026-232-7132 締 切 : 平成 28 年 4 月 18 日 ( 月 )

申込先：信濃教育会研究調査部

「Booklet 信教」に寄せられた声

～ 全 県 研 究 大 会 と 学 校 現 場 を つ な ぐ 教 育 情 報 誌 ～

年間８冊お届け／年間購読料 2,400 円／お申し込みは FAXでＯＫ！

年間個人購読のご案内  

信 
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年度当初は、所属教育会経由でお申し込みいただくこともできます。《教育会締切：４月 11 日（月）》　
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Baton  pass 
小池　雅司　/ 　河口　　孝

私の試行錯誤　教育現場からの提言　

上郷小学校（生活科）　　　　　小林　正樹
高陵中学校（音楽）　　　　　　会津　沙紀

連 載　Step Up !   教師力

兵庫県立大学環境人間学部 准教授　　竹内　和雄
「スマホ時代の教師として」④　　保護者が変わった

　

拳 拳  服  膺   ― けんけんふくよう ―

長野県北部地震から５年　復興から夢の実現に向けて
栄村 小滝復興プロジェクト 代表　　樋口　正幸

体  験  工 房　講師直撃インタビュー　

「学びの原点 ～遊んでいる時のようにのめり込んでいく姿を、学習の中でも見つけていけたら～」
生活科　信州大学学術研究員教育学系 助教　　安達　仁美

「音楽の多様性を知り、教材化する」
音楽　作・編曲家　洗足学園音楽大学 教授　国立音楽大学 講師　　瀧口　亮介

教育研究所発信  ～研修員の「二年次研究」に学ぶ～

教育研究所第 68 期研修員　栁沢　奈美
教室 Ｄ・Ｉ・Ｙ

全県研究大会を終えて（副委員長挨拶） 

全県研究大会研究調査委員会副委員長　 上條　勝利

研究調査委員会　報告
人間関係づくり研究調査委員会


